
幅広い学問領域の知を集合させた

新たな学びを通して、

持続可能な都市の実現や

地球規模の課題解決に挑む

G L I D e
Faculty of Global Innovation and Development

共創学部
2 0 2 8 年 4 月 設 置 構 想 中

東京都立大学の
「世界と対話する新しい学び」
はじまる。

記載内容は構想中のものであり、今後変更される可能性があります。

東京都公立大学法人 開設準備室 開設準備課 開設準備係
〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1

入学考査料 17,000円

入学料（予定）
東京都内居住者：141,000円

東京都外居住者：282,000円

授業料（予定） 520,800円（1年間）

アドミッションポリシー

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1
TEL：���-���-����（代表）

京王相模原線「南大沢」駅改札口から徒歩約5分
※新宿から電車で約40分の立地です。

国際教養大学 国際教養学部
国際教養学科

国際基督教大学 教養学部
アーツ・サイエンス学科

上智大学 国際教養学部
国際教養学科

法政大学 グローバル教養学部
グローバル教養学科

早稲田大学 国際教養学部
国際教養学科

info-prepoffice@jmj.tmu.ac.jp https://www-glide.jim.tmu.ac.jpE-mail���-���-����TEL

養成する人材像

学部学科名称・入学定員・選抜方法

アクセス

海外留学時の経済支援

学生納付金

類似する他大学の学部学科

経済学及び工学の学位分野を基盤とした文理複眼的な学びを通じ、国際的な視点も踏まえながら、現代社会が抱える地球規模の課題や持続
可能な都市の形成に関わる諸課題を捉え、その解決に向けて取り組む。

Ⅰ 地球規模の課題解決や持続可能な都市の実現に挑戦する
 意欲を持つ人
Ⅱ 英語による高度な学修に対応でき、国際的な場で活躍したい
 という志向を持つ人
Ⅲ 異文化理解を深め、多様な価値観を受容し、行動することが
 できる人
Ⅳ 地球規模の課題解決に複眼的アプローチで取り組む意欲を
 持つ人
Ⅴ 国際的視点を持ち、グローバルな課題に対応できる人

文理複眼の知識を修得・活用するとともに、国際的な学修環境や
多様な学修経験を通じて、現代社会が抱える課題の本質を見極め
る視点と、国際的な視野や多様な価値観への理解を兼ね備え、地
球規模の課題解決や持続可能な都市の実現のために、世界を舞台
に活躍できる人材を養成する。

・学部学科名称：共創学部 共創学科
・入学定員：75名
 （Outbound Track※：50名　Inbound Track※：25名）
・選抜方法：一般選抜（前期日程、後期日程）や多様な選抜
 （学校推薦型選抜、総合型選抜）を実施する予定です。
一般選抜ではCEFR B�以上、それ以外の選抜ではB�以上のスコア
を出願要件とすることを想定しています。なお、出願要件等は
今後変更となる可能性がございますので、最新情報は大学公式
サイトをご確認ください。
※Outbound Track ：在学中、長期海外留学を実施。「GLIDe Global入試」以外を経て
　　　　　　　　　 入学する学生が対象
　Inbound Track ：在学中、国内留学・企業実習を実施。「GLIDe Global入試」を経
　　　　　　　　　 て入学する学生が対象 

※授業料等について改定があった場合は、改定後の授業料等が適用されます。
※経済困窮者や東京都内の子育て世帯に向けた授業料減免制度があります。

月額奨学金（地域別に10～15万円）や渡航費（アジア21万円、
アジア以外35万円を上限に実費支援）といった手厚い経済支援
制度があります。
※交換留学の場合、留学先の授業料は免除されます。

設置の理念

GLIDeの詳細は
WEBサイトを
ご覧ください。
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専門領域における基礎を学ぶ

地域社会・国際政治・開発経済・都市科学・
生態保全の各領域の基礎を

幅広く学ぶ

専門領域を高年次で選択
Late SpecializationBuild a Strong Foundation Across Key Fields

海外留学や企業実習を経験した後、
5つの専門領域の中から自分の興味・関心に

基づいて、学びたい領域を選択

国際教養科目 国際教養科目

Outbound Track:

海外留学
or

Inbound Track:

国内留学・企業実習

専門領域を学ぶために必要な知識・理解や技術は、国際教養科目で 4 年間を通して身に付ける。その中の 1 つのカテゴリーであるリベラルアーツ科目群では、
「個の探究」「自己理解から他者理解へ」「都市や社会で起きている現象や問題の理解」というステップで幅広いテーマの授業を履修。

数学や言語のリメディアル（補習講座）、留学準備のためのガイダンス、卒業後の就職・大学院進学に向けた支援
正課外  - 学生一人ひとりに寄り添い、学びを支える環境 -

※

年次� 年次� 年次� 年次�

文理の枠に
とらわれない学び

学びの場は、
世界へと繋がっている

想定される進路

GLIDeの魅力 GLIDeで学べる�つの専門領域

GLIDeの進路

地域社会・国際政治・開発経済・都市科学・生態保全と
いう5つの専門領域を有機的に結びつけ、ひとつの学問
だけでは解けない複雑な社会課題に向き合います。
多角的な視点から本質を見極めるしなやかなアプローチ
を学び、「知る」ことの先にある新たな価値を創造
できる人材を育てます。

課題解決に必要な力を育むために、Human BehaviorとEnvironmental Technologyという2つの側面から
5つの専門領域を複眼的に学びます。

GLIDeは、卒業後の進路を就職に限定せず、国内外の大学院進学も視野に入れた学びを提供します。
学生一人ひとりが文理複眼的な学びと国際的な協働を通じて着実に成長し、高度な語学力、
課題解決力を備え、世界を舞台に活躍できる多様なキャリアを描けることが特長です。

英語を教授言語とし、多様な背景を持つ学生が同じ教室
で学びます。文化や価値観の違いに触れながら、
柔軟な発想力を育みます。
さらに、海外留学や国内留学・企業実習による教室を
越えた学びを通じて、世界で活躍するための視野を
養います。

複雑かつ不確実な課題の本
質を見極め、解決に向けて
新たな視点や発想を導き出
せる力は、国内外の多様な
分野において高く評価され
ます。※Outbound Track ： 「GLIDe Global入試」以外を経て入学する学生が対象

　Inbound Track ： 「GLIDe Global入試」を経て入学する学生が対象

Human Behavior

人間が社会の中でどのように考え、行動し、意思決定をする
かを学ぶ専門領域です。この領域を学ぶことで、公平・公正
で持続可能な社会づくりに必要な視点を身に付けることがで
きます。

地域社会 国際政治 開発経済

Environmental Technology

自然環境を守りながら、快適で持続可能な暮らしを実現する
ための技術や方法を学ぶ専門領域です。この領域を学ぶこと
で、環境と人間の暮らしのバランスを考え、課題解決に必要
な視点を身に付けることができます。

都市科学 生態保全

Environmental
Technology

Human
Behavior

持続的な経済発展と
資源や環境との両立を図る領域
持続的な経済発展と
資源や環境との両立を図る領域
持続的な経済発展と
資源や環境との両立を図る領域

グローバルな課題に対応するための
制度と枠組みの構築を志向する領域
グローバルな課題に対応するための
制度と枠組みの構築を志向する領域
グローバルな課題に対応するための
制度と枠組みの構築を志向する領域

地域における貧困・格差・社会的断絶への
地域コミュニティとしての対応策を探る領域
地域における貧困・格差・社会的断絶への
地域コミュニティとしての対応策を探る領域
地域における貧困・格差・社会的断絶への
地域コミュニティとしての対応策を探る領域

国際政治

地域社会

開発経済

環境問題に対する科学的理解と
自然保全の実践力を育成する領域
環境問題に対する科学的理解と
自然保全の実践力を育成する領域
環境問題に対する科学的理解と
自然保全の実践力を育成する領域

技術的イノベーションを通じて持続可能な
都市経営を実現するための政策を考える領域
技術的イノベーションを通じて持続可能な
都市経営を実現するための政策を考える領域
技術的イノベーションを通じて持続可能な
都市経営を実現するための政策を考える領域都市科学

生態保全

気候変動

防災課題

貧困

課題
解決

共創
学部
共創
学部

価値
創造

環境問題

インフラ
老朽

未知の
課題

総合商社、メーカーな
どのグローバル企業や
多国籍企業の企画部門

国内外公的機関
（主に自治体）の

政策立案者

国内外の
大学院への進学

国際機関
（大学院修了後）

カリキュラム


